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授業計画
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成績評価の基準

授業時間外の学修に関する指
示

オフィスアワー（学生からの
質問事項等への対応）

教科書・参考書

－

創薬ターゲットタンパク質、医薬品設計、遺伝子改変動物、スクリーニング

令和８年度

創薬標的評価学特講

伏虎

専門科目

選択

担当教員
（下線：科目責任者）

准教授　入江克雅、教授　相馬洋平、教授　新谷紀人、教授　中津　亨

創薬に関わるタンパク質、化合物開発、遺伝子改変マウスによる創薬評価手法を学ぶこと
により、創薬研究に向けた最新の知識及び技術を身につける。

【教科書】特に指定しない。
【参考書】特に指定しない。

１．２．７．８．創薬標的タンパク質分子構造論（入江克雅／中津　亨／４回）
　　　　　      【5/12 6限・7限】【6/2 6限・7限】
創薬ターゲットに関連するタンパク質及び構造生物学領域における最新の研究成果を概説
する。

３．５．構造基盤医薬品開発（相馬洋平／２回）【5/26 6限、6/25 6限】
タンパク質の立体構造情報に基づいた医薬品設計法を概説する。

４．６．遺伝子機能のin vivo評価とスクリーニング研究（新谷紀人／２回）
　　　　【5/19 7限、5/26 7限】
遺伝子改変動物の作製と活用、各種のスクリーニング系や化合物ライブラリーなどを用い
た創薬標的のin vivo, in vitro評価手法の現状を概説する。

講義を中心とする。
遠隔会議システムを利用した同時配信を行う。

パワーポイント等によるスライド資料を使用する。

授業への取組20%（発問に対する応答や発言内容、主体的・積極的な受講姿勢）及びレポー
ト80%によりS（90点以上）、A（80～89点）、B（70～79点）、C（60～69点）、D（59点以
下）の５段階で評価し、C以上を合格とする。

教科書・参考書が指定されている場合は予習を行うとともに、各回終了後には復習を行う
こと。そのほか、各担当教員の指示に従うこと。

担当教員により異なるため、希望する場合はメール又は電話により予約すること。

□創薬ターゲットタンパク質の構造生物学的な最新の研究内容を理解し、説明できる。
□創薬標的生体分子の立体構造に基づいた医薬品設計法について修得する。
□遺伝子改変動物の作製と活用、各種スクリーニング系を用いた創薬標的の評価手法を概
説できる。


